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社会福祉法人　日田市社会福祉協議会



令和4年7月15日　社協だより ひた　第104号2

令和3年度 日田市社会福祉協議会　 事業･決算報告
　
令
和
3
年
度
は
第
3
期
日
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

基
に
、
情
勢
の
変
化
に
伴
う
地
域
課
題
、
よ
り
市
民
の
生
活
実
態
に
即
し
た
活
動
を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
開
始
し
た
、
成
年
後
見
制
度
法
人
後

見
支
援
事
業
で
は
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
相
談
者
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
支
援
が
必
要
な
方
々
へ
の
相
談
支
援
等
を
積
極
的
に
図
り「
中
核

機
関
」と
し
て
の
役
割
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（ 主な事業実績 ）
①地区社協モデル事業の取組み（助成）

事　業　名 箇所 回数
ミニデイサービス事業 106 707
子育てサロン事業 17 80
②配食サービス（助成）

事　業　名 グループ 配食数
配食サービス事業 16 3,753食
③生活福祉資金の貸付状況

資金の種類 件数 貸付決定総額
緊急小口資金、
教育支援費など 5件 1,300,000円

④障がい者社会参加促進事業
講　座　名 修了者数

手話養成講座 10名
点字講座（一般）   6名
⑤福祉協力校

福祉協力校数 主な活動内容
小学校 10 募金活動、野外活動、

福祉施設訪問、
地域交流活動など

中学校   8
高等学校   3

⑥成年後見制度法人後見支援事業
相談件数 79件
受任者 後見4・保佐0・補助2
市民後見人養成講座8名修了
⑦生活困窮者自立促進支援事業
相談者受付数 延1,464人（新規 280人）
相談件数 延2,459件
⑧介護保険事業

事　　業　　名
居宅介護支援・訪問介護・通所介護・
福祉用具貸与
⑨障がい福祉サービス

事　　業　　名
居宅介護・同行援護・生活介護
⑩施設管理運営事業

事　業　名 利 用 者 数
保育園運営事業 園児総数 56人
病後児保育事業 延利用者   4人
生活支援ハウス 総入居者数 16人
⑪トレーニング・プール（ウェルピア）
事　業　名 延利用者数

トレーニング 6,409人
プール −

主な支出の補足説明

地域福祉活動 法人運営、生活困窮者支援、生活支援体制、ボランティア活動、
日常生活自立支援、人材バンク、総合相談等に要する費用

保 育 園 運 営 保育施設の運営費用
介護保険関連 介護保険サービス、地域総合相談、予防事業の費用
生活支援ハウス 前・上津江にある2施設の管理費用
障害者総合支援 障害者居宅介護、同行援護等に要する費用
トレーニング等 ウェルピアのトレーニング・プールに要する費用

主な収入の補足説明
会　 費 自治会や地区社協等を通じてお願いしている会費
寄 附 金 福祉事業に対する寄付金や香典返しの寄付金
補 助 金 市、県及び県社協からの補助金、共同募金配分金等
受 託 金 地域総合相談、福祉人材バンクなどの受託金
老人福祉 生活支援ハウスの収入
保育事業 保育施設の運営費収入
介護保険 訪問、通所、居宅支援、福祉用具貸与事業の収入
障害福祉 障害者居宅介護、同行援護等の収入

※プール利用はコロナ対策で休館

一般会計収支決算状況

9月以降にWAMNET(www.wam.go.jp)
に詳しい実績情報を公開します。

B.総支出
514,598千円

地域福祉
活動推進等事業
178,801千円

保育園運営
83,439千円

介護保険関連
175,065千円

トレーニング等事業など
8,595千円

共同募金・歳末募金　9,171千円

施設整備等及びその他の活動支出
14,636千円

高齢者生活
支援ハウス
28,537千円

障害者総合支援事業
16,351千円

事業収入等
3,220千円

　寄附金　4,084千円

補助金
50,846千円

受託金
67,871千円

介護保険
160,357千円

保育事業
93,540千円

障害福祉
15,131千円

施設整備等及びその他の活動収入
55,652千円

A.総収入
518,152千円

その他
26,376千円

　会費　11,056千円

　老人福祉事業　30,014千円

収支差額（A－B）
3,554千円

単位：千円

☆端数処理のため、円グラフの合計と内訳は一致しません。



３
年
ぶ
り
に
福
祉
委
員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

福
祉
委
員
は
日
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
委
嘱
す
る
、地
域
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」で
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

今
回
は
、
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
に
、
住
民
同
士
の
援
助
活
動
を
創

造
し
て
い
く
２
層
協
議
体
の
説
明
と

「
田
島
町
自
治
会
に
お
け
る
福
祉
活
動
」

の
発
表
、最
後
に「
福
祉
委
員
と
は
」に

つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
田
島
町
自
治
会
の
福
祉
活
動

高
村
さ
ん
は
、
田
島
町
で
の
福
祉
活

動
の
状
況
を
、
多
く
の
画
像
や
イ
ラ
ス

ト
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、黄
色
い
旗
運
動
に
つ
い
て
は
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
状
況
や
、
そ
れ

で
も
工
夫
を
加
え
、
活
動
を
維
持
し
て

き
た
こ
と
、
今
期
に
旗
を
新
し
く
す
る

こ
と
な
ど
熱
意
を
も
っ
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
福
祉
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

参
加
者
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は「
福
祉
委
員
の
活
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
地
域
で
見
守
り

合
う
大
切
さ
が
理
解
で
き
た
」と
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
で
の
活

動
が
再
開
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
福
祉

委
員
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

参加いただいた福祉委員は243名
感染対策を講じての研修となりました。

◇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

災
害
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

つ
な
ぐ
拠
点
と
な
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
の
気
持
ち
や
負
担
、

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
る
方
の

思
い
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
で
、
早

期
の
片
付
け
と
、
被
災
者
へ
寄
り
そ
う

支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
は
こ
の
研
修
で
、災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
際
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

◇
N
P
O
法
人
リ
エ
ラ
松
永
代
表

講
義
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
は

「
泥
を
見
ず
に
人
を
見
る
」と
説
き
、
災

害
ボ
ラ
セ
ン
を
運
営
す
る
際
の
視
点
や
、

ニ
ー
ズ
の
捉
え
方
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
在
り

方
を
映
像
と
画
像
を
交
え
て
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
は
、

実
際
に
使
わ

れ
る
書
面
や

道
具
、機
材
を

使
い
、
災
害
ボ

ラ
セ
ン
の
運
営

を
体
験
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
役
に

扮
し
た
参
加

者
へ
被
災
地

の
状
況
説
明

を
行
う
と
、泥

の
状
況
や
使
え
る
資
機
材
の
質
問
が
あ

り
、
緊
張
感
の
あ
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

◇
災
害
は「
明
日
か
も
し
れ
な
い
」

今
回
の
参
加
者
か
ら
は
、「
資
機
材
を

初
め
て
実
際
に
触
わ
れ
て
良
か
っ
た
」

「
平
成
29
年
の
災
害
時
に
、我
が
家
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
片
づ
け
て
く
れ
た
。

次
は
支
え
る
側
と
な
り
た
い
」
と
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
は
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期

で
す
。
他
者
への
支
援
は
、ま
ず
自
分
自

身
が
被
災
し
な
い
こ
と
で
す
。
普
段
か

ら
早
め
の
避
難
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

令和4年7月15日　社協だより ひた　第104号 3

田島町自治会
事務局長　高村重則 さん

床上浸水した家屋模型（大分県社協）を活用し、
畳のはぎ方、床板の剥がし方を学ぶ

ボランティアが活用する資機材を実際に使い
イメージを具現化しました。

福
祉
委
員

　
　

 

研
修
会
実
施

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓
練

「
人
が
人
を
つ
な
ぐ
支
援
の
し
く
み
」



●
立
ち
上
げ
経
緯

私
た
ち
は
約
３
年
前
か
ら
市
内
有
志

の
声
か
け
で
同
じ
立
場
に
あ
る
者
同
士

が
互
い
に
悩
み
や
不
安
を
語
り
合
う
場

を
設
け
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
赤
裸
々
に
想
い
を
語
る
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
共
に
支
援
を
求
め

る
声
を
上
げ
ら
れ
ず
に
い
る
方
々
の
存

在
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

課
題
に
立
ち
向
か
い
、
孤
立
を
防
ぐ

た
め
に
組
織
化
を
目
指
し
、
会
の
在
り

方
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
２
０
２
１
年
10
月
に
家
族
会
の
立

ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

●
活
動
内
容

月
に
一
度
の
例
会
で
は
、
不
安
や
悩

み
・
現
状
な
ど
を
語
り
合
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
無
理
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
立
場
に
あ
る
か
ら
こ
そ
話
せ

る
こ
と
、共
感
す
る
想
い
が
あ
り
ま
す
。

互
い
に
耳
を
傾
け
、
悩
み
を
共
有
し
一

緒
に
気
持
ち
の
整
理
を
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
県
の
保
健
師
や
専
門
相
談
員

も
会
に
参
加
し
、
情
報
提
示
も
あ
る
の

で
研
修
会
の
参
加
や
家
族
会
が
主
体
と

な
る
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
私
た
ち
の
想
い

家
族
会
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
大
切
な
家
族
を
何
と
か
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
多
く
の
情
報
を
求
め
遠
方

に
足
を
運
び
続
け
て
い
た
人
、
自
分
の

子
育
て
が
悪
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

自
分
を
責
め
続
け
て
い
た
人
、
周
り
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
苦
し
み
続
け
て
い
る

人
な
ど
様
々
で
す
。

現
在
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
ひ
き
こ

も
り
は
内
閣
調
査
に
よ
る
と
推
定

１
１
５
万
人（
人
口
推
計
１
０
０
人
に

一
人
の
割
合
）と
言
わ
れ
、近
年
の
高
齢

化
の
進
行
に
て「
８
０
５
０
問
題
」な
ど

身
近
な
社
会
的
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
確
実
に
増
加
傾

向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
と
の
接
点
は
と
て
も
重
要
で
、

世
代
関
係
な
く
、
い
つ
か
ら
で
も
、
誰

も
が
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
一
番
の
願
い
は
、
こ
の
町

で
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
今
の
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
先
ず
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
正

し
く「
ひ
き
こ
も
り
」に
つ
い
て
理
解
し

て
頂
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
の

思
い
に
至
り
ま
し
た
。

令和4年7月15日　社協だより ひた　第104号4

ひ
き
こ
も
り
家
族
会「
ゆ
き
ど
け
の
会
」

〜 

こ
こ
ろ
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
な
場
所
を
目
指
し
て 

～

ゆきどけの会　代表　永田　哲雄

〇
ひ
き
こ
も
り
の
定
義

厚
生
労
働
省
は「
様
々
な
要
因

の
結
果
と
し
て
社
会
的
参
加
を

回
避
し
、
原
則
的
に
は
6
ヶ
月

以
上
に
わ
た
っ
て
概
ね
家
庭
に

と
ど
ま
り
続
け
て
い
る
状
態
を

指
す
現
象
概
念
」と
定
義
し
て

い
ま
す
。



そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
経
緯
は
違
い
、

多
く
の
こ
と
を
直
ぐ
に
理
解
し
て
頂
く

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
充
分
承
知
し

て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
家
族
会
も
皆

様
に
ご
理
解
頂
け
る
よ
う
発
信
を
続
け

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
状
況
に

あ
っ
て
も
共
に
同
じ
地
域
で
暮
ら
す
一

員
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
、
温
か

く
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

私
た
ち
の
大
切
な
家
族
は
、
こ
こ
日

田
で
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
き
ま
す
。

「
ゆ
き
ど
け
の
会
」が
ひ
き
こ
も
り
の
み

な
ら
ず
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
全
て

の
人
の
希
望
の
光
に
繋
が
る
こ
と
を
切

に
願
い
、
歩
み
を
止
め
な
い
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一人で
悩んでいませんか？

大切な家族がひきこもり状態にあり
どうしたら良いか分からない・・・
周りの理解が得られずにツライ・・・
そんな想いはありませんか？

同じ立場にいるからこそ分かる思いがあります
想いを分かち合いながら

これから一緒に考えていきませんか？

お気軽にお越しください

　　　　　

月 例 会

事務局：武内 ０８０－５６０３－５８２９
hitafa@outlook.jp

ひきこもり家族会「ゆきどけの会」問合せ先

（祝日の場合は前日となります）
日時 毎月最終水曜日　午前10 : 00から（2時間）

（日田市上城内町1－8）
場所 総合保健福祉センターウェルピア3階会議室

※日時・場所は情勢により変更あり
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一人で
悩んでいませんか？

大切な家族がひきこもり状態にあり
どうしたら良いか分からない・・・
周りの理解が得られずにツライ・・・
そんな想いはありませんか？

同じ立場にいるからこそ分かる思いがあります
想いを分かち合いながら

これから一緒に考えていきませんか？

お気軽にお越しください

　　　　　

月 例 会

事務局：武内 ０８０－５６０３－５８２９
hitafa@outlook.jp

ひきこもり家族会「ゆきどけの会」問合せ先

（祝日の場合は前日となります）
日時 毎月最終水曜日　午前10 : 00から（2時間）

（日田市上城内町1－8）
場所 総合保健福祉センターウェルピア3階会議室

※日時・場所は情勢により変更あり
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判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者の権利を擁護する成年
後見人等の活動に必要な知識を習得し、権利擁護、地域福祉の担い手となる「市民後見人」
として活動できる人材の養成を目的に開催します。

詳細は下記までお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
ホームページへは左側のQRコードからもアクセスが可能です。
日田市社協ホームページ：https://hitashakyo.jp/

第5期 市民後見人養成講座 受講生募集

●内　　容　認知症や知的障がい・精神障がいの理解、社会福祉に関する制度等について、
成年後見制度について、成年後見人等の業務内容についてなど

●受付期間　令和4年5月16日〜 8月10日まで
●申し込み　電話 又は FAXにて（定員になり次第締め切ります）

●期　　日　令和4年　8月27日〜 11月19日のうち7日間
　　　　　　令和5年　1月28日〜   2月18日のうち3日間
●募集人数　15名（受講条件があります）

❶ 市内在住の25歳以上70歳未満の方
❷ 成年後見制度及び福祉活動の熱意のある方
❸ すべての科目を受講できる方

受講条件

日田市社会福祉協議会
イメージキャラクター＆愛称大募
集

最優秀賞
1点
商品券
3万円分

　日田市社会福祉協議会を皆様に知ってもらいたい、親しみを
持っていただきたいという思いから、皆様に愛されるイメージ
キャラクターとその愛称を募集します。採用された作品は、社
協だよりやホームページ、グッズなど様々な機会に活用したい
と考えています。

●問合せ先　日田市社会福祉協議会　地域福祉係
　　　　　　〒877−0003　日田市上城内町1番8号　☎ 24−7026　FAX 24−3452

●募集期間　令和4年5月16日（月）～ 9月30日（金）
10月末までに審査決定致します。 
応募要項・留意事項・応募用紙等事務局にて配布する
ほか、ホームページからもダウンロード可能です。 
https ://hitashakyo.jp/
※詳細はホームページをご覧ください。



「2022年　福祉と保育のしごと　就職フェア」　開催
福祉の職場に関心のある方、就職を希望する方や
来春卒業予定の学生を対象とした合同面接会です。

申
込
・
問
合
せ

期　　日

9 : 30 ～ 12 : 00（受付 9 : 30 ～）
8月21日（日）

福祉部門
社会福祉法人日田市社会福祉協議会
日田市福祉人材バンク
ＴＥＬ：0973－24－7026
ＦＡＸ：0973－24－3452
　https://hitashakyo.jp/

ＴＥＬ：0973－22－8317
ＦＡＸ：0973－22－8258
　http://www.city.hita.oita.jp/

保育部門
日田市　こども未来課
子育て政策係

履歴書不要
参 加 無 料

入退場自由

場　　所 日田市民文化会館「パトリア日田」
ギャラリー

申込期間 8月19日（金）　※ただし当日受付も可
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がまだす「ひたんもん」がまだす「ひたんもん」
医療・福祉 第 9回

名　前：宇野　浩平 さん
職場名：日田市中央地域   
  包括支援センター　　
職　種：管理者・社会福祉士
業務内容：高齢者の総合相談窓口とし
て、住み慣れた地域で生活できるよう
に介護・医療・福祉などの相談支援、
地域の支援業務を行っています。

①
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
？

　
大
学
は
福
祉
に
全
く
関
係

な
い
学
部
で
し
た
が
、
卒
業

後
、
岡
山
県
の
老
人
ホ
ー
ム

で
介
護
の
仕
事
に
就
き
、
そ

こ
か
ら
デ
イ
ケ
ア
、
老
人

ホ
ー
ム
、
現
職
と
福
祉
の
仕

事
を
続
け
て
い
ま
す
。

②
仕
事
の
や
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？

　

病
気
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一
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時
に
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ホ
ッ
と
し
ま
す
し
、
支
援

に
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。
ま
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③
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
？

　

相
談
に
対
し
て
沢
山
の

解
決
案
を
提
示
で
き
る
よ

う
、
知
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
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編集発行／社会福祉法人 日田市社会福祉協議会　TEL 24−7026

環
境
に
や
さ
し
い「
植
物
油
イ
ン
ク
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▼香典﨤し （ 5月1日〜 6月30日 ）
日田本所受付分
●５万円　楢原　　圓　亡父 一美  （秋原）
●５万円　計谷さえ子　亡母 ヨシヱ  （田島1）
●３万円　橋本　　堅　亡子 聰  （三本松新）
●10万円　宮崎　正行　亡妻 ミユキ  （石井町3）
●　−　　黒木真紀子　亡夫 康典  （−）

上津江支所受付分
●３万円　嶋﨑　誠二　亡母 ユキエ  （川原）

天瀬支所受付分
●５万円　梶原　勝徳　亡母 勢津子  （女子畑）

▼一般寄付等
●20,000円　竹田　鎮雄 
  社会福祉事業へ　（大山町西大山）
●20,332円　三河町フリーマーケット 
  災害対策準備資金として
●一市民  社会福祉事業へ
●一市民  社会福祉事業へ

【お詫び】
社協だより令和4年5月号に、寄付者の記載漏れが
ございました。深くお詫び申し上げます。
●　−　　佐藤紀代加　亡兄 和巳    （亀山）

弁護士による無料相談事業
日　程 時　間 場　　　所

8/3㈬
（受付7/25㈪ 8:30〜）

13:00〜17:00
 定員8名（先着順）日田市総合保健福祉センター

9/7㈬
（受付8/29㈪ 8:30〜）

13:00〜17:00
 定員8名（先着順）日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

日田市社会福祉協議会の
ホームページURLの変更について
　いつも日田市社会福祉協議会のWebサイト
をご覧いただきありがとうございます。
　この度、日田市社会福祉協議会Webサイ ト
は、セキュリティ強化・個人情報漏洩防止の
ため、サイトドメイン（URL）の変更をいたしました
のでお知らせいたします。

※旧URLにアクセスいただきましても、自動的
に新URLに転送されます。

■ URL
変更前　http://www.hitashakyojp/
変更後　https://hitashakyo.jp/

寄付のお礼
敬称略

　日田市社会福祉協議会に次の方々からご寄付をいただきました。ご芳情
に対し、厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、社会福祉事業を推進するために、有意義に活用させていた
だきます。なお、市社会福祉協議会へのご寄付は、所得税の控除対象となり
ます。
＊ご本人の承諾を得て、金額、氏名等を掲載いたしております。

寄付のお礼

ひた生活支援相談センター巡回相談会
日　程 時　間 場　　　所

8/ 9 ㈫ 9:30〜11:30 大山総合福祉センター

8/10㈭ 9:30〜11:30 天瀬公民館東渓分館

8/18㈭ 9:30〜11:30 前津江支所

8/22㈪ 9:30〜11:30 中津江振興局

8/22㈪ 13:00〜15:00 上津江支所

9/ 8 ㈭ 9:30〜11:30 小野公民館

9/13㈫ 9:30〜11:30 五和公民館

9/15㈭ 9:30〜11:30 夜明公民館

9/16㈮ 9:30〜11:30 東有田公民館

9/21㈬ 9:30〜11:30 大鶴公民館

無料障害年金相談
日　程 時　間 場　　　所

10/27㈭ 13:30〜16:00 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

掲　　示　　板


